
 

主要

 

評  

事 業

経

完 了

部分

 

要地方道 

価  の  別

業 着 手 年

過 年 数

了 予 定 年

分供用の有

平成

 京
きょう

丹波
た ん ば

別  ： 再評

年 度 ： 平成

数 ： １

年 度 ： 平成

有無： 有 

京

成２５年度

波
ば

三和
み わ

線

評価 

成１６年度

０年 

成２８年度

現道の状況

↓

京丹波三和

度 公共事

（下山
しもやま

～三
さ

事 業 箇

度
全 体

（ 内

Ｈ２５末

（ 内

度
進 ち ょ

（ 内

残 事

（ 内

況（京丹波

至 国道 1

和-1

事業評価

三ノ宮
さんのみや

）

所 （ 区 間

事 業

用 地

末投資額

用 地

ょ く 率 （

用 地

事 業 費

用 地 費

波町質美）

73 号 

価調書 

防災・安

間 ） ： 京
きょう

費 ：

費 ）

累計：

費 ）

% ）：

費 ）

費 ：

費 ） ：

安全交付金

丹波
た ん ば

町 

下山
しもやま

～三ノ
さん

１０．４億

（２．１億

８．３億

（１．８億

８

（８

２．１億

（０．３億

金事業 

ノ宮
のみや

 

億円

億円）

億円

億円）

０％

５％）

億円 

億円）

 



 

 
京丹波三和-2

＝ 目 次 ＝ 

 

１ 事業概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・京丹波三和－ ３ 

２ 事業の進ちょく状況・・・・・・・・・・・・・・・・・京丹波三和－ ６ 

３ 事業を巡る社会経済情勢等の変化・・・・・・・・・・・京丹波三和－ ８ 

４ 事業費の投資効果・・・・・・・・・・・・・・・・・ 京丹波三和－１１ 

５ 事業の進ちょくの見込み・・・・・・・・・・・・・・ 京丹波三和－１２ 

６ コスト縮減や代替案立案等の可能性等・・・・・・・・ 京丹波三和－１２ 

７ 良好な環境の形成及び保全・・・・・・・・・・・・・ 京丹波三和－１３ 

８ 総合評価（案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・京丹波三和－１３ 

参考資料 

○  「環」の公共事業構想ガイドライン評価シート 

○  事業の費用対効果分析 

○  用語集 

 

 

 



 

 
京丹波三和-3

 

 

 (1)地域の概要               

船井郡京丹波町は、京都府のほぼ中央部に

位置しており、平成１７年１０月に丹波町、

瑞穂町、和知町の３町が合併し、誕生した町

である。 

面積の約８割が森林で、山々の間に田園が

広がる自然豊かな地域であり、古くから、都

と丹後・山陰地方を結ぶ交通の要衝として栄

え、現在も京都縦貫自動車道（京都丹波道路）

やＪＲ山陰本線をはじめ、国道９号、２７号、

１７３号などが交わる地域である。 

                    

1 事業概要 

図１ 広域位置図 

福知山市 

南丹市 
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N

図２ 詳細位置図 
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大野ダム管理事務所

事業箇所

N

ＪＲ下山駅

京丹波町
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(2)事業の目的 

主要地方道京丹波三和線は、船井郡京丹波町下山（国道２７号）を起点とし、

京丹波町三ノ宮（国道１７３号）を経由し、福知山市三和町大身
お お み

（国道９号）

に至る延長約１８ｋｍの道路であり、国道間を結ぶ路線として重要な役割を担

っている。 

また、沿線の集落にとっては、日常生活に欠かせない生活道路であるととも

に、重要な公共交通機関であるＪＲ山陰本線下山駅へのアクセス道路でもあり、

地域の生活・経済活動を支えている路線である。 

本路線のうち京丹波町下山～三ノ宮の区間では、集落内は人家連担で幅員狭

小箇所が連続しており、その他の区間は地形が急峻な山間地域で抜本的な道路

改良が困難な状況となっている。 

そこで本事業では、「京都府の道づくりガイドライン※1」による１．５車線的

道路整備※2（ローカルルール）による道路改良を実施することとし、集落内は２

車線整備、集落間を結ぶ山地区間は待避所設置や視距改良等を組み合わせた局

部整備を行い、現場状況に応じた整備手法を活用しながら、円滑な交通と安全

性の向上を図るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 与謝野町 ↓至与謝野町 

２車線改良区間の未改良箇所 

（質美和田工区） 

１．５車線改良区間の待避所設置状況

（質美行仏
ぎょうぶつ

工区） 
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 (3) 事業の内容 

  本事業における事業の内容は下表のとおり。 

 

表１ 事業の内容 

項  目 内   容 

路 線 名 主要地方道 京丹波三和線 

事 業 名 防災・安全交付金事業 

事 業 主 体 京都府 

事 業 箇 所 船井郡京丹波町下山～三ノ宮地内 

 

延 長 ・ 幅 員 

延長：１１，４００ｍ 

幅員：２車線改良部 ７．５ｍ（２車線）、歩道なし 

 

１．５車線改良部 ７．０ｍ（待避所設置）、歩道なし 

 

全 体 事 業 費 １０．４億円（内用地費２．１億円） 

事 業 期 間 平成１６年度～平成２８年度 

計画交通量※3 １，６００台／日（平成４２年推計値） 

道路の区分※4 ３種３級 

上 位 計 画 

・明日の京都 南丹地域振興計画 

「地域の活力を支える、地域間を結ぶ道路･地域の実情に合わせ

た道路の整備」として府道京丹波三和線を位置づけ 
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進ちょく状況（質美下村工区）       進ちょく状況（質美和田工区）

 

 

平成１６年度に事業着手し、平成２０年８月に、２車線改良区間である質
しつ

美
み

下

村工区では、６２０ｍを部分供用し工区完成となった。 

また、２車線改良区間の質美和田工区では、現在まで延長２，２４０ｍの内５

４０ｍが部分供用済みである。 

１．５車線改良区間では、待避所設置と視距改良を１箇所ずつ実施しているが、

下山工区（待避所設置２箇所）と質美行仏工区（待避所設置３箇所、視距改良２

箇所）を今後実施していく。 

 

表２ 事業進ちょく状況表 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

全体事業費 

（内用地費） 

１０．４億円 

 （２．１億円） 

平成２５年度末までの投資事業費（見込み）

（内用地費） 

 ８．３億円（進ちょく率 ８０％ ）

（１．８億円（進ちょく率 ８５％））

年度 主たる内容 

１６ 事業着手 

１９ 待避所設置（質美行仏工区） 

２０ ２車線部分供用（質美下村工区約６２０ｍ） 

２１ 視距改良（三ノ宮水呑工区） 

２３ ２車線部分供用（質美和田工区約３２０ｍ） 

２５ ２車線部分供用（質美和田工区約２２０ｍ） 

２５ 築造工事 

２ 事業の進ちょく状況 
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(1)地域の状況の変化 

平成１７年１０月１１日、丹波町・瑞穂町・和知町の合併により、人口約１

万７千人の京丹波町が誕生した。 

合併後のまちづくり・みちづくりを示した「京丹波町総合計画（基本計画）」

が平成１９年１０月に策定され、京丹波三和線と国道２７号下山バイパスのス

ムーズなアクセスは瑞穂地区と和知地区を結ぶためにも重要であると位置づけ

られている。 

また、京丹波三和線は、沿道にあるＪＲ山陰本線下山駅や京丹波町立質美診

療所へ連絡道路として、地域住民にとって重要な役割を担っている。 

 さらに、京丹波町を縦断する京都縦貫自動車道（丹波綾部道路）京丹波わち

ＩＣ～丹波ＩＣ 間について平成２６年度供用に向けて現在工事が最盛期を迎

えているが、京丹波三和線は府道上野水原線経由で、（仮称）瑞穂ＩＣへのアク

セスする道路としても期待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業を巡る社会経済情勢等の変化 

↑至与謝野町 

 

京丹波町

福知山市 
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（仮）瑞穂ＩＣ

質美診療所

京都縦貫自動車道 

事業中 

     供用中 

図４ 事業箇所の周辺図 
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(1)費用便益比※5の算出 

なお、平成１６年度の事業着手時に、費用便益比は算出していない。 

○費用便益分析マニュアル【国土交通省 道路局 都市･地域整備局(平成 20 年 11 月)】

に準じて算出している。 

 ○総便益及び総費用については、現在価値化(基準年の価値に換算)した数値である。 

 

(2) 費用対効果以外の事業の有効性 

○ 安心・安全の向上 

・京丹波町内の国道を東西に結ぶ本路線が整備されることにより、交通

の円滑化が図られ、地域間交流の活性化が期待される。 

・人家連担区間において、路肩幅員を確保し歩行スペースとして活用する

ことにより、小学生などの通学児童や高齢者の安全確保につながる。 

・本路線は町営バスのルートであり、旧瑞穂町域の唯一の鉄道駅であるＪ

Ｒ山陰本線下山駅や京丹波町立質美診療所へのアクセス道路としての

利便性が向上する。 

 

○ 幹線道路にアクセスする機能の向上 

・周辺沿線地域から、一般国道２７号、１７３号及び京都縦貫自動車道

にアクセスする機能の向上が図られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 事業全体 残事業 

総便益（B） ２４．８億円 １５．３億円 

総費用（C） １８．９億円  ５．４億円 

Ｂ／Ｃ １．３ ２．８ 

4 事業費の投資効果 

表３ 費用便益比 
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 現在、質美和田工区の２車線改良区間の築造工事を施工しているが、今後、下

山工区と質美行仏工区にも着手し、平成２８年度の完成供用を目指す。 

 

 

表４ 工区別残事業内容 

 
表５ 事業進ちょく見込み 

 

 

 

 

(1) コスト縮減の取り組み 

盛土及び切土のバランスに配慮した計画となっており、工区内にある町有地

を土砂仮置場として利用することで、土の有効活用を図る。 

また、擁壁も２次製品のＬ型擁壁を利用し、コスト及び工期短縮を図る。 

 

(2) 代替案の可能性 

平成２５年度までに約８０％事業進捗していること、また、用地取得も約

８５％が完了していることから、地域の土地利用に与える影響が極力少なく、

経済的である現計画で全区間供用を図るのが最良である。 

 

 

 

 

工区 工事内容 

下山工区（１．５車線改良） 待避所設置２箇所 

質美和田工区（２車線改良） 築造工事 

質美行仏工区（１．５車線改良） 待避所設置３箇所、視距改良２箇所 

年度 主たる内容（予定） 

２６ 築造工事（質美和田工区）、用地取得 

２７ 築造工事（下山工区・質美和田工区・質美行仏工区）、用地取得 

２８ 築造工事（下山工区・質美和田工区・質美行仏工区） 

5 事業の進ちょくの見込み 

６ コスト縮減や代替案立案の可能性等 
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(1) 地球環境・自然環境 

交通の円滑化が図られ、自動車が排出する二酸化炭素の削減が期待できる。 

 

(2) 生活環境 

工事により発生する残土は、現場内での再利用を図るとともに、仮置場にス

トックし他工事に流用することで、再資源化に努める。 

 

(3) 地域個性・文化環境 

沿線に良好な田園風景が見られるため、切土や盛土による地形の改変を極力

抑え、景観の保全を図る。 

 

 

 

 

総合評価として、本計画で事業を継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 良好な環境の形成及び保全 

8 総合評価（案） 


